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１　はじめに

キビ（Panicum miliaceum）はアワ（Setaria italica）とと
もに、中国の北部において完新世の始まりの頃に栽培化
されて以来、ユーラシア大陸の広い地域にわたって、今
日に至るまで人類の食糧資源としてきわめて重要な役割
を果たした作物である １）。しかし、キビの栽培化がユー
ラシアのどの地域でどのように進行し、人類がどのよう
に利用してきたのかについては、資料が限られていて研
究が難しい状況であった ２）。こうした状況を打開するた
め、筆者らは遺跡から出土した土器の胎土に残存してい
るキビに由来する脂質を抽出し、同定する研究を試み
た。
　土器に注目した理由は、百年以上にわたる考古学研究
の蓄積によって地域と時期が明確に把握できるものが多
いという利点をもつためだけでなく、土器で調理された
ものがわかれば、それがヒトによって利用されたという
直接的な証拠になるためである。
　その結果、世界で初めて、キビの生物指標 ３）化合物
であるミリアシン（C31H52O、3β-メトキシオレアナ-18-エン）

を土器の胎土から抽出することに成功した ４）。本論で
は、この成果を日本語で紹介するとともに、同論文で扱
うことのできなかった内容を補足する。

２　試料と方法

　分析方法の詳細は前稿 ５）に譲るが、本研究では大韓
民国忠清南道論山市麻田里遺跡 ６）から出土した青銅器
時代後期の土器片15点から胎土（１～２ｇ）を粉末状に
して採取し、酸および有機溶媒による抽出をおこなった
後、GC-FID（ガスクロマトグラフ水素炎イオン化型検出器）

を用いた残存脂質の定量化、GC-MS（質量分析計）によ
る生物指標の同定、GC-c-IRMS（同位体比質量分析計）に
よる個別脂肪酸の安定炭素同位体比測定を、それぞれお
こなった。

３　結果と考察

　分析結果をまとめたものが表６である。まず、残存脂

質の濃度においては、粗製の深鉢形（甕形）土器と精製
の赤色磨研土器との間で明瞭な差異が確認された（前者

の平均値が76.1㎍ g-1、後者の平均値が21.9㎍ g-1、図34）。これ
は、加熱によって油脂の分離が促進されることを考える
と、両者の機能の違い、すなわち、前者が煮沸用、後者
が貯蔵用の器種と考えられていることと関連する可能性
が高い。それに加え、赤色磨研土器からも分析可能な量
の脂質が抽出されたことは、様々な土器の用途を検討す
る上でのこの方法の適用範囲の広さを示す材料といえよ
う。類似した精製土器は日本でも出土しており、その用
途は多くの研究者が関心を寄せるところである。
　次に、キビの種子に特徴的な生物指標であるミリアシ
ンが、15点中７点という極めて高い頻度で確認された。
また、270度以上で加熱されたことを示すアルキルフェ
ニルアルカン酸（APAA）が粗製深鉢のうち２点から検
出されており、土器調理の際の加熱を裏付ける。
　個別脂肪酸の安定炭素同位体比は多様な値を示す（図

35）。MJR10ではミリアシンが検出されるとともに安定
炭素同位体比がＣ４植物に近い値を示す一方、これに近
い同位体比を示すMJR06からはミリアシンは検出され
ず、またミリアシンが検出された試料でもMJR02のよ
うにＣ３植物よりの値を示すものも見られる。これは、
前者でアワなどキビ以外のＣ４植物が調理された可能性
を、後者でイネなどの他の植物（および動物）がキビと

初めて土器胎土から検出さ
れたキビの生物指標

表６　 麻田里遺跡出土土器の残存脂質濃度とミリアシン・APAA検出有
無および個別脂肪酸の安定炭素同位体比

　　　（Heron et al. ₂₀₁₆ Supplementary Table 2を加工）

番号 器種 Lipid conc.
（㎍ g-1）

ミリア
シン APAA δ 13C16:0

（‰）
δ 13C18:0

 （‰）

MJR01 粗製深鉢 25 -29.0 -29.4

MJR02 粗製深鉢 120 ○ -27.3 -25.6

MJR03 粗製深鉢 29 ○

MJR04 粗製深鉢 109 -26.8 -25.7

MJR05 粗製深鉢 20

MJR06 粗製深鉢 155 ○ -19.6 -17.9

MJR07 粗製深鉢 25

MJR08 粗製深鉢 38 ○ ○ -26.8 -27.1

MJR09 粗製深鉢 117 ○ -24.9 -21.6

MJR10 粗製深鉢 123 ○ -19.3 -20.0

MJR11 赤色磨研壺 19 ○

MJR12 赤色磨研壺 32 ○

MJR13 赤色磨研壺 17

MJR14 赤色磨研壺 19

MJR15 赤色磨研壺 23
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ともに調理されていた可能性を、それぞれ示唆する。
　このように、本研究で示した方法を用いることで、土器
でキビが調理されたことを具体的に示すことができるだ
けでなく、他の食材との混合がおこなわれていたかどう
かも検証できる。遺跡において植物遺体としてキビが残
る条件は極めて限られていることから、ユーラシア大陸
におけるキビの栽培化とそれに続く普及について、この
方法が貢献できる部分は極めて大きいといえるであろう。
　冒頭に述べたように、キビはアワとともに中国北部で
栽培化された可能性が極めて高い。その一方で、実は
ヨーロッパでも紀元前８千年紀の出土事例があるため、
ユーラシア大陸における東西多元発生説もある ７）。本研
究で示された方法を大陸規模で展開することにより、こ
うした問題に対しても具体的な検討が可能になる。

（庄田慎矢）
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図₃₄　残存脂質濃度の器種による比較
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図₃₅　 ミリアシンの化学構造式（ａ）および個別脂肪酸（パルミチン酸、ス
テアリン酸）の安定炭素同位体比（ｂ）

　（●はミリアシンが検出された試料、○は検出されなかった試料を示す。）
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